
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 東濃看護専門学校 

設置者名 東濃西部広域行政事務組合 

 

○「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

授業時数又は

単位数 

省令で定める

授業時数又は

基準単位数 

配

置

困

難 

看護専門課程 

看護学科（２年課

程） 

夜 ・

通信 
1452 時間 240 時間  

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

※記入欄は、必要に応じて、追加・統合可。 

 

○「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

東濃看護専門学校ホームページで公開 

 

○要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映する組織への外部人材の複数配置】 
 
※ 様式第 2 号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 東濃看護専門学校 

設置者名 東濃西部広域行政事務組合 

 

○大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 東濃看護専門学校運営協議会 

役割 

東濃看護専門学校の設置及び管理に関する条例第11条に基づき設置され、

管理者の諮問に応じ、学校の運営に関することを審議する。 

学識経験者 ４人。 

予算・決算、学生募集要項、学則等の変更などを審議する。 

 

○外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

多治見市民病院病院長 ２年 学識経験者 

東濃厚生病院病院長 ２年 学識経験者 

土岐市立総合病院院長代行 ２年 学識経験者 

東濃保健所長 ２年 学識経験者 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名（学部等名） 東濃看護専門学校 

設置者名 東濃西部広域行政事務組合 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施に係る諸規定や実施内容の概要 

各授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

全授業科目について、学習のねらい、授業回数、授業時間、授業内容、授

業形態（方法）、評価方法、テキストを記載した授業計画を作成している。

評価の基準については、同一のものとしているため、記載していない。 

前年度 2 月中に授業科目の担当教員が作成し、教務会議での討議をふまえ

て決定する。現在は冊子としてまとめ、年度初めに学生および教員へ配布し

ている。シラバスは事務室で閲覧可能。 

https:// 

学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修

成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（各授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 科目試験は、筆記試験、口頭試験、実技試験及びレポート等で、また実習

評価は、実習内容、実習態度及び実習記録等により行う。なお、実習態度に

ついては、判定基準をあらかじめ学生に提示している。 

 科目試験、実習評価ともに点数をもって表し、100 点満点の 60 点以上を

合格としている。合格の評価を受けた者に対して単位の認定をしている。 

成績評価において、ＧＰＡなどの客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
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（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 GPA 等の客観的指標は使っていないが、授業科目ごとの平均点を算出し、

学生の順位を把握し、学生に公表している。 

https:// 

卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施しているこ

と。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

教育理念に基づき、各学年の卒業目標を掲げるとともに、卒業は登校すべ

き日数の 3 分の 2 以上登校し、かつ本校が定める全ての授業科目の単位習得

の認定を受けた者に対して認定すると定めている。 

 卒業の判定は運営委員会で討議した上で、学校長が認定している。 

（東濃看護専門学校学則第 19 条） 

https://www3.e-reikinet.jp/tajimi/d1w_reiki/H411919350010/H

411919350010.html 
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様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の開示（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
 
学校名 東濃看護専門学校 

設置者名 東濃西部広域行政事務組合 

 

○財務諸表等 

財務諸表等 開示方法 

貸借対照表 http://tono-seibu.org/zaisei/index.html 

収支計算書又は損益計算書 http://tono-seibu.org/zaisei/index.html 

財産目録 http://tono-seibu.org/zaisei/index.html 

事業報告書 http://tono-seibu.org/zaisei/index.html 

監事による監査報告（書） http://tono-seibu.org/zaisei/index.html 
 

○教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

 看護専門課程 看護学科（２年課程） 看護師  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 

 

演習 実習 講義 

演習 

実技 

３年 

昼間定

時制 
2190 時間 

単位時間／単位 

 

994 

時間 

123 

時間 

720 

時間 

 

353 

時間 時間 

単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 93 人 0 人 ９人 ０人 ９人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

全授業科目について、学習のねらい、授業回数、授業時間、授業内容、

授業形態（方法）、評価方法、テキストを記載した授業計画を作成してい

る。評価の基準については、同一のものとしているため、記載していない。 

前年度 2 月中に授業科目の担当教員が作成し、教務会議での討議をふまえ

て決定する。現在は冊子とし GPA 等の客観的指標は使っていないが、授

業科目ごとの平均点を算出し、学生の順位を把握し、学生に公表していて

まとめ、年度初めに学生および教員へ配布している。シラバスは事務室で

閲覧可能。 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

GPA 等の客観的指標は使っていないが、授業科目ごとの平均点を算出し、

学生の順位を把握し、学生に公表している。 
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卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

教育理念に基づき、各学年の卒業目標を掲げるとともに、卒業は登校す

べき日数の 3 分の 2 以上登校し、かつ本校が定める全ての授業科目の単

位習得の認定を受けた者に対して認定すると定めている。 

 卒業の判定は運営委員会で討議した上で、学校長が認定している。 

（東濃看護専門学校学則第 19 条） 

学修支援等 

東濃西部看護師修学資金貸付制度 

 東濃西部広域行政事務組合では、東濃看護専門学校へ入学する学生、在学する学生を

対象に修学資金月額３万円を貸し付けます。 

貸付けを受け、看護師免許取得後、遅滞なく圏域内の病院等に一定期間勤務し続ける

と返還が免除されます。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 31 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

31 人 

（  100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等）病院 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等））看護師資格 

（備考） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  93 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

  



 

7 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
施設設備整備費 

教材・実習費 

（年間） 
合計 

看護学科  100,000 円 360,000 円 200,000 円 60,000 円 720,000 円 

   円 円 円 円 円 

   円 円 円 円 円 

   円 円 円 円 円 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

http://tono-seibu.org/to-no-n.c/disclosure/gakkouhyouka/gakkouhyouka.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制含む） 

当校の設立母体である多治見市、瑞浪市、土岐市を代表する病院の看護部教育担当者を委員

とし、学校自己評価の客観性などを高める。 

年に２回程度開催予定。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

多治見市民病院 委嘱の日から次年度年

度末まで 

看護部教育担当者 

東濃厚生病院 委嘱の日から次年度年

度末まで 

看護部教育担当者 

土岐市立総合病院 委嘱の日から次年度年

度末まで 

看護部教育担当者 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

 学校関係者評価の結果を HP で公開する予定（令和２年６月末予定） 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

http://tono-seibu.org/to-no-n.c/ 

 

 



◆専門学校名　　東濃看護専門学校

◆授業計画のURL
 　看護学科　　http://tono-seibu.org/to-no-n.c/guide/katei.html

◆実務経験のある教員による授業科目の時間数
看護学科 264時間 488時間 630時間
設置基準上の標準授業時数 720時間（1年次） 735時間（２年次） 735時間（３年次）

◆「実務経験のある教員による授業科目」として計上した授業科目の一覧

時間数 担当教員等 時間数
実務経験
時間数

総時間数
実務経験
時間数

総時間数
実務経験
時間数

看護形態機能学 1 30 30 加納みのり 30 30
看護学概論 1 30 30 松田あさみ 30 30

基礎看護学方法論Ⅰ 1 30 30 樋山雅子 30 30
基礎看護学方法論Ⅱ 1 30 30 溝口美保 30 30
基礎看護学方法論Ⅲ 1 30 30 清水そのみ 30 30

フィジカルアセスメント 1 30 30 清水そのみ 30 30
臨床看護総論 1 30 14 大橋浩代 30 14

基礎看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
成人看護学概論 1 30 30 大橋浩代 30 30

成人看護学方法論Ⅰ 1 30 30 大橋浩代 30 30
成人看護学方法論Ⅱ 1 30 30 大橋浩代 30 30
成人看護学方法論Ⅲ 1 30 22 樋山雅子 30 22

老年看護学概論 1 30 30 中田周子 30 30
老年看護学方法論Ⅰ 1 30 25 中田周子 30 25
老年看護学方法論Ⅱ 1 30 12 中田周子 30 12

小児看護学概論 1 15 15 樋山雅子 15 15
小児看護学方法論Ⅰ 1 30 20 樋山雅子 30 20
小児看護学方法論Ⅱ 1 30 30 樋山雅子 30 30

母性看護学概論 1 30 30 土屋美幸 30 30
母性看護学方法論Ⅰ 1 30 30 土屋美幸 30 30
母性看護学方法論Ⅱ 1 30 26 土屋美幸 30 26

精神看護学概論 1 30 10 加納みのり 30 10
精神看護学方法論Ⅰ 1 30 18 加納みのり 30 18
精神看護学方法論Ⅱ 1 30 30 加納みのり 30 30

成人看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
老年看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
小児看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
母性看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
精神看護学実習 2 90 90 施設実習 90 90
在宅看護概論 1 30 26 溝口美保 30 26

在宅看護方法論Ⅰ 1 30 26 溝口美保 30 26
在宅看護方法論Ⅱ 1 30 28 溝口美保 30 28

医療安全 1 30 26 加藤真古 30
総合看護 1 30 14 中田周子 30

看護と倫理 1 15 15 松田あさみ 15
臨床看護の実際 1 15 15 加藤真古 15
在宅看護論実習 2 90 90 施設実習 90 90

統合実習 2 90 90 施設実習 90 90
2,190 1,452 66% 720 264 735 488 735 630履修時間

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
分
野
Ⅱ

統
合
分
野

１年次 ２年次 ３年次

専門基礎分野

授業内容 授　業　科　目 単位数 時間数

実務経験のある教員等


